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 本研究において Eltayeb Habora 氏はハマニンニクから 112 個のストレス応答遺伝子を同
定し、乾燥、高塩、熱、低温ストレスを含む種々の非生物的ストレス下における数種の
代表的な遺伝子を解析した。これらの遺伝子は細胞防御、ストレス応答、転写制御、シ
グナル伝達、適合溶質生合成、細胞壁代謝を含む 13 の機能群に分類された。 
 彼はさらに、ハマニンニクから、2 つの重要な非生物的ストレス耐性遺伝子をクローニ
ングし、性質を解明した。最初の遺伝子は、アレンオキシドシクラーゼ(AOC)で、単子葉





















評価した。交配種は Chinese spring よりも、高塩耐性であることを光合成クロロフィル蛍








入に対する EST 誘導分子マーカーの改善にとって重要なツールになる。 
 以上の研究結果は、植物の乾燥高塩耐性機構解明の基礎研究として、また、乾燥や高
塩耐性のコムギの育種、開発にとって重要な知見であり、原著論文２報に掲載、受理さ
れたこともあり、博士論文研究としての十分な内容があると判断された。 
 
 
 
 
 
